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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ねじ込み式でフィルターを取り付け可能なフィルター取り付け部をレンズ鏡筒に有する撮
像装置であって、
前記フィルター取り付け部は、
　第一リング部と、
　前記第一リング部の外周に配置され、かつ、前記レンズ鏡筒に固定された第二リング部
と、
　前記第一リング部と前記第二リング部との間に配置され、かつ、前記第一リング部の外
周および前記第二リング部の内周に沿ったばね部材とを備え、
　　前記第一リング部は、前記フィルターのねじ込みに用いられるねじ山を有し、
　　前記第一リング部または前記第二リング部の一方は、前記ばね部材の一端を固定する
固定部を有し、
　　前記第一リング部または前記第二リング部の他方は、前記ばね部材の他端と係合する
係合部を有し、
　前記フィルターを取り付ける際には、前記第一リング部に所定のトルクがかかると前記
係合部が前記ばね部材との係合を解除することにより前記第一リング部が前記第二リング
部に対して回転可能となり、
　一方、前記フィルターを取り外す際には、前記係合部が前記ばね部材との係合を解除せ
ず前記第一リング部が前記第二リング部に対して回転しない、
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撮像装置。
【請求項２】
前記ばね部材の一端には、折り曲げ部が配置され、
前記固定部は、前記折り曲げ部がはめ込まれる穴であり、
前記ばね部材の他端には、凸部が配置され、
前記係合部は、前記凸部がはまり込む窪みである、
請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
前記折り曲げ部は、半径方向内側へ突出し、
前記凸部は、半径方向外側へ突出し、
前記第一リング部は、前記固定部を有し、
前記第二リング部は、前記係合部を有する、
請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
前記折り曲げ部は、半径方向外側へ突出し、
前記凸部は、半径方向内側へ突出し、
前記第一リング部は、前記係合部を有し、
前記第二リング部は、前記固定部を有する、
請求項２に記載の撮像装置。
【請求項５】
前記フィルター取り付け部は、前記係合部を複数有する、
請求項１から４のいずれか一項に記載の撮像装置。
【請求項６】
ねじ込み式でフィルターを取り付け可能なフィルター取り付け部を有するフィルターユニ
ットであって、
前記フィルター取り付け部は、
　第一リング部と、
　前記第一リング部の外周に配置された第二リング部と、
　前記第一リング部と前記第二リング部との間に配置され、かつ、前記第一リング部の外
周および前記第二リング部の内周に沿ったばね部材とを備え、
　　前記第一リング部は、前記フィルターのねじ込みに用いられるねじ山を有し、
　　前記第一リング部または前記第二リング部の一方は、前記ばね部材の一端を固定する
固定部を有し、
　　前記第一リング部または前記第二リング部の他方は、前記ばね部材の他端と係合する
係合部を有し、
　前記フィルターを取り付ける際には、前記第一リング部に所定のトルクがかかると前記
係合部が前記ばね部材との係合を解除することにより前記第一リング部が前記第二リング
部に対して回転可能となり、
　一方、前記フィルターを取り外す際には、前記係合部が前記ばね部材との係合を解除せ
ず前記第一リング部が前記第二リング部に対して回転しない、
フィルターユニット。
【請求項７】
前記ばね部材の一端には、折り曲げ部が配置され、
前記固定部は、前記折り曲げ部がはめ込まれる穴であり、
前記ばね部材の他端には、凸部が配置され、
前記係合部は、前記凸部がはまり込む窪みである、
請求項６に記載のフィルターユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、レンズ部先端にフィルターを装着可能な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐ
ｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ－Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）などの撮
像素子を持つデジタルカメラが、数多く提案されている。なかでも小型化、軽量化、薄型
化がヒット商品のトレンドである一方で、レンズの高性能化も求められている。
【０００３】
　特に高画質な写真を撮影するため、あるいは特殊効果を発生させるために、レンズ先端
にフィルターを装着する方法が従来から知られている。
【０００４】
　このようなフィルター装着については、レンズ交換が可能な一眼レフタイプのモデルに
ついては勿論のこと、コンパクトタイプのカメラについてもフィルター装着が可能なモデ
ルが増加しつつある。ここで、コンパクトタイプのカメラにおいてフィルター装着を可能
ならしめるためには、レンズ先端部がボディ本体よりも前面にせり出している方が操作性
がよい反面、前述のように最近のカメラのトレンドは小型、薄型化であることから、撮影
時にはレンズ部がボディ前面にせり出し、非撮影時はボディに格納される、いわゆる「沈
胴型」と呼ばれるモデルが、フィルター装着可能なコンパクトモデルの主流になりつつあ
る。
【０００５】
　ここで、フィルター装着については、「フィルター用アダプター」という名称で公開実
用新案広報が公開されている。
【０００６】
　上記文献には、レンズ先端のフィルター取り付け部において、複数のフィルターを取り
付けるために、リング状のフィルターの内部に臨む押さえ板を設け、複数枚のフィルター
を装着後、この押さえ板によってフィルターを外側から内側にむかって押さえつけること
で保持する構成が開示されている。
【特許文献１】実開平６ー６０８４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ここで、上記特許文献においては、内筒と外筒が相互に回転自在な構成であり、複数の
フィルターは外筒に固定する構成となっている。つまり、内筒はカメラのレンズ筒にしっ
かりと固定する必要がある。通常、内筒のレンズ筒への固定方法はねじ込み方式であり、
確実に固定するためにはある程度の強さのトルクでねじ込む必要がある。
【０００８】
　ここで、沈胴型レンズ鏡筒の構成を図１１，１２を用いて説明する。
図１１は沈胴型レンズ鏡筒ユニットの斜視図であり、左側がレンズ繰り込み時、右側がレ
ンズ繰り出し時の状態を示す。
図１２は沈胴型レンズ鏡筒ユニットの構成を示す斜視図である。図中、1０１はカム溝１
０１ａを有するカム枠であり、モータユニット１０５からGEARを介して回動可能なように
構成されている。１０２は、スライドリブ１０２ａを有する固定枠であり、本体に固定さ
れている。１０３は、スライド溝１０３ａおよびカシメピン１０３ｂを有するレンズ郡鏡
筒である。
【０００９】
　組付け状態では、カシメピン１０３ｂがカム溝１０１ａと嵌合し、スライドリブ１０２
ａとスライド溝１０３ａも嵌合している。
【００１０】
　モータユニット１０５に組み込まれたモータの駆動によりカム枠１０１が回動すると、
レンズ郡鏡筒１０３はスライドリブ１０２ａとスライド溝１０３ａの嵌合を介して固定枠
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１０２により回動しないように規制された状態で、カシメピン１０３ｂとカム溝１０１ａ
との嵌合により、回転することなく光軸方向に繰り込み、繰り出される。
【００１１】
　ここで、特に、カム枠１０１が繰り出された図１１の右図の状態で故意に回動トルクを
加えた場合、スライドリブ１０２ａとスライド溝１０３ａの嵌合部に力が加わり、強いト
ルクの場合、スライドリブ１０２ａがスライド溝１０３ａを乗越えてしまい、レンズ鏡筒
が破損することがある。
【００１２】
　このように、沈胴型レンズ鏡筒ユニットはねじり方向への強度が弱く、上記特許文献の
ような構成であれば、ねじ込み力に関する操作者の力のかけ方が大きくばらつくため、場
合によっては過大なねじ込みトルクが付加された結果、レンズ鏡筒部が破損する、という
問題があった。
【００１３】
そこで、本発明は上記問題点を解決するものであり、フィルターを装着可能な撮像装置に
対して、レンズ鏡筒部に過大なトルクを付加することなくフィルターを装着でき、フィル
ター装着時のレンズ鏡筒部の破損を防止するとともに、フィルター脱着時には確実に脱着
できる撮像装置を実現するものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するために、本発明の撮像装置は、ねじ込み式でフィルターを取り付
け可能なフィルター取り付け部をレンズ鏡筒に有する撮像装置であって、フィルター取り
付け部は、第一リング部と、第一リング部の外周に配置され、かつ、レンズ鏡筒に固定さ
れた第二リング部と、第一リング部と第二リング部との間に配置され、かつ、第一リング
部の外周および第二リング部の内周に沿ったばね部材とを備え、第一リング部は、フィル
ターのねじ込みに用いられるねじ山を有し、第一リング部または第二リング部の一方は、
ばね部材の一端を固定する固定部を有し、第一リング部または第二リング部の他方は、ば
ね部材の他端と係合する係合部を有し、フィルターを取り付ける際には、第一リング部に
所定のトルクがかかると係合部がばね部材との係合を解除することにより第一リング部が
第二リング部に対して回転可能となり、一方、フィルターを取り外す際には、係合部が前
記ばね部材との係合を解除せず第一リング部が第二リング部に対して回転しない、撮像装
置、としたものである。
【発明の効果】
【００１５】
　上記の本発明によれば、フィルターを装着可能な撮像装置に対して、レンズ鏡筒部に課
題なトルクを付加することなくフィルターを装着でき、フィルター装着時のレンズ鏡筒部
の破損を防止するとともに、フィルター脱着時には確実に脱着できる撮像装置を実現でき
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　（実施の形態１）
　以下、実施の形態に係る撮像装置について説明する。
【００１７】
　図１及び図２は撮像装置の全体斜視図であり、１は撮像装置、２はレンズ鏡筒、３はフ
ィルター取り付け部である。図示のように、撮像装置１の中央部にはレンズ鏡筒２が配置
され、レンズ鏡筒２の先端にフィルター取り付け部３が配置されている。図１においてレ
ンズ鏡筒２は撮像装置１に対して格納された状態を示し、図２ではレンズ鏡筒２は撮像装
置１に対して繰り出した状態を示している。
【００１８】
　図３はフィルター取り付け部３の構成を示す図であり、図中、５は取り付けリングでレ
ンズ鏡筒２側に配置される。６はリング状ばね、７は回転リングであり本実施の形態では
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レンズ８およびレンズ押さえ９がさらに回転リング７側に装着されている。
【００１９】
　図４はフィルター取り付け部３を正面から見た図であり、下端部に示したように、回転
リング７にはストッパー穴７ｂが設けられている。
【００２０】
　図４におけるＡ－Ａ断面のうち、図５はストッパー穴７ｂの位置する下部側の断面図で
あり、図６は上部側の断面図である。
【００２１】
　取り付けリング５には図５、図６に示したように取り付けリング溝５ａが設けられてお
り、その溝幅Ｅはリング状ばね６の光軸方向（矢印Ａ方向）寸法よりも大となっていると
同時にその溝深さＦはリング状ばね６の素線の半径方向寸法Ｈよりも小さくなっている。
【００２２】
　同様に回転リング７にも図５、図６に示したように回転リング溝７ａが設けられており
、その溝幅Ｇは溝幅Ｅと同様にリング状ばね６の光軸方向（矢印Ａ方向）寸法よりも大と
なっていると同時にその溝深さＩはＨよりも大きくなっている。また、ストッパー穴７ｂ
は図５に示したように回転リング溝７ａ上に設けられている。
【００２３】
　図５のＢ－Ｂ断面を示すものが図７であり、リング状ばね６の端部には図７に示すごと
く半径方向内側への折り曲げ部６ａが構成され、この折り曲げ部６ａをストッパー穴７ｂ
にはめた状態で取り付けリング５をはめ込む。
【００２４】
　ここで、回転リング７には取り付けリング５を取り付けるための取り付け円筒部７ｃが
構成されており（図５，６）、取り付けリング５はその内径部分が取り付け円筒部７ｃの
外径部に覆いかぶさり、かつ回転可能なように装着される。装着時にはリング状ばね６を
回転リング溝７ａにはめ込んだ状態で半径方向内側に弾性変形させ、その外径が取り付け
円筒部７ｃの外径よりも小さい状態を保持したまま取り付けリング５をはめ込む（図５、
図６）。このとき、回転リング溝７ａの深さ寸法Ｉがリング状ばね６の半径方向寸法Ｈよ
りも大きいため、リング状ばね６の外径を取り付け円筒部７ｃの外径よりも小さい状態を
保持できる。
【００２５】
　取り付けリング５をはめ込む過程において、回転リング溝７ａと取り付けリング溝５ａ
との光軸方向の位置が重なった瞬間に、強制的に弾性変形させていたリング状ばね６の形
状が復帰し、その外形が取り付けリング溝５ａの底面に密着する。このとき、図６に示し
たように、取り付けリング溝５ａの溝深さＦはリング状ばね６の素線の半径方向寸法Ｈよ
りも小さいため、リング状ばね６の素線は取り付けリング溝５ａおよび回転リング溝７ａ
の双方にかかる状態となる。その結果、取り付けリング５は回転リング７に対して、光軸
方向（図６矢印Ａ方向）には移動しないように装着される。
【００２６】
　また、リング状ばね６において折り曲げ部６ａが構成された端部とは異なる他の端部に
は図７に示すごとく半径方向外側への凸部６ｂが構成される一方で、取り付けリング溝５
ａの底面部の少なくとも一箇所にストッパー窪み５ｂが設けられており、取り付けリング
５の位相状態により、図７（ｂ）のように凸部６ｂがストッパー窪み５ｂにはまり込むよ
うに構成されている。
【００２７】
　ここで、図７（ｂ）の状態から、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向
に回転しようとした場合、リング状ばね６はその一端を折り曲げ部６ａでストッパー穴７
ｂに固定されており、ストッパー穴７ｂが図中右方向に移動するのに連動して、リング状
ばね６はその半径方向内側に容易に弾性変形し、凸部６ｂはストッパー窪み５ｂとの係合
を解除され、図７（ｃ）の状態となる。
【００２８】
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　逆に、図７（ｂ）の状態から、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｌ方向に
回転しようとした場合、ストッパー穴７ｂが図中左方向に移動しようとするのに連動して
、リング状ばね６が図中左方向に移動しようとするが、ストッパー窪み５ｂと凸部６ｂと
が係合状態にあるため、その結果、リング状ばね６はその外径が大となる方向に変形しよ
うとし、リング状ばね６の外周部分と取り付けリング溝５ａの底面部との摩擦力がより大
きくなり、凸部６ｂがストッパー窪み５ｂとの係合を解除されることはなく、回転リング
７に対して取り付けリング５を回転させることはできない。
【００２９】
　つまり、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向に回転しようとした場合
は低い回転トルクで容易に回転可能となるが、取り付けリング５に対して回転リング７を
矢印Ｌ方向に回転しようとした場合は高いトルクを付加しても回転できない。即ち、ワン
ウェイクラッチと同様に機能する。
【００３０】
　取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向に回転しようとする場合のトルク
については、粘性グリスによる制御、あるいは、凸部６ｂとストッパー窪み５ｂとの係合
部の形状による制御、が可能となる。
【００３１】
　粘性グリスによる制御については、図５，６に示したように取り付けリング５の内周部
にトルク制御溝５ｃを設け、ここにグリスを注入することで、取り付けリング５の内周部
、リング状ばね６の表面、および回転リング７上の取り付け円筒部７ｃの摺動面にグリス
が行き渡り、グリスの粘性によりトルク制御を行うことが可能となる。
【００３２】
　凸部６ｂとストッパー窪み５ｂとの係合部の形状による制御については、ストッパー窪
み５ｂの深さ、凸部６ｂの凸寸法、あるいはストッパー窪み５ｂ、凸部６ｂの形状を放電
加工、精密マシニング加工等の加工法により制御することでも可能となる。
【００３３】
　このように、撮像装置本体側のレンズ鏡筒に対して固定されている取り付けリング５に
対し、回転リング７をフィルター締め付け方向に回したときは、締め付け力がある程度の
トルクを超えた時点でフィルターはレンズ鏡筒に対して空回りし、過大なトルクがレンズ
鏡筒にかからない構成とすることが出来る。
【００３４】
　つまり、撮像装置本体のレンズ部先端に固定された取り付けリング５に対し回転可能に
構成された回転リング７の内径には図５，６に示したようにねじ山が構成されており、こ
のねじ山に対し、フィルターをねじ込みながら取り付ける際、過大なトルクがレンズ鏡筒
に負荷されることを回避でき、結果としてレンズ鏡筒の破損を防止できる。逆にフィルタ
ーをとりはずすときには回転リング７が取り付けリング５（撮像装置に固定）に対して回
転しないため、フィルターを回転リング７から確実に取りはずすことが可能となる。
【００３５】
　なお、本実施の形態において、回転リング７にはレンズ８およびレンズ押さえ９が装着
されている例について説明したが、通常は取り付けリング５がレンズ先端に固定され、回
転リング７が取り付けリング５に対して回転可能に構成されており、このように構成され
た撮像装置に対して、フィルターを取り付ける構成である。
【００３６】
　またこのとき、フィルターのねじ込みに使われるのは回転リング７上の内径側に設けら
れたねじ山７ｄであるが、これに限られるわけではなく、外径側のねじ山７ｅを使うこと
も可能である。
【００３７】
　また、取り付けリング５、リング状ばね６、回転リング７の３点から構成されるユニッ
トは本実施例では撮像装置側に設けられているが、これに限られるわけではなく、フィル
ターユニット側に設けられていても良い。たとえば図５，６において、取り付けリング５
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の外径にねじ山を構成し、回転リング７の外形のねじ山７ｅをなくすかわりに操作者が把
持しやすいような円筒面とすることで、取り付けリング５外径のねじ山をレンズ先端のね
じ山にねじ込みながら過大トルクはかからない構成とすることもできる。
【００３８】
　また、本実施の形態において、リング状ばね６の素線断面は長方形の例を示したが、こ
れに限られる訳ではなく、円形断面でも同じ効果を奏することができる。
【００３９】
　また、取り付けリング５上に設けられたストッパー窪み５ｂについては、円周上に複数
個設けるのが望ましい。つまり、フィルタをはずすとき、フィルタと回転リング７のねじ
部の解除が始まるのは、凸部６ｂがストッパー窪み５ｂと係合した状態になった後であり
、たとえば、円周上にストッパー窪み５ｂが１個しかない場合、フィルタをとりはずすと
きに図７（ａ）の状態にあれば、フィルタを矢印Ｌ方向に回転させるのに連動して凸部６
ｂはストッパー窪み５ｂと係合するまで、約１周からまわりしてしまうことになる。
【００４０】
　また、リング状ばね６についても、必ずしもリング状の１個の部材に限られず、円弧状
の複数個に分けても同様の効果が得られる。
【００４１】
　また、凸部６ｂの形成については、曲げ加工以外にも、プレス加工、レーザ加工でも形
成することが可能であり、曲げ加工にこれらの加工を組み合わせることでストッパー窪み
５ｂとの摺動面をより滑らかに形成することが可能となる。
（実施の形態２）
　次に、折り曲げ部６ａと回転リング溝７ａ、ストッパー窪み５ｂと凸部６ｂとの内外関
係を逆に構成した場合について説明する。図８は本実施の形態を説明する図であり、実施
の形態１で説明した図７に対応する。本実施の形態ではリング状ばね６端部の折り曲げ部
６ａの折り曲げを外側に向けて構成し、取り付けリング５上の対応する位置に外ストッパ
ー穴５ｃを設けている。その一方、他の端部の凸部６ｂは内側に凸の形状とし、回転リン
グ７上の対応する位置に内ストッパー窪み７ｄを設けている。他の構成については実施の
形態１と同様である。また、リング状ばね６の形状については、自然状態における外径が
取り付けリング溝５ａの溝底の径よりも大きく、また凸部６ｂ近傍では図８に示したよう
に内側にゆるやかに湾曲するように曲げられている。
【００４２】
　図７で説明したのと同様で、図８において、取り付けリング５に対して回転リング７を
矢印Ｒ方向に回転しようとした場合、リング状ばね６は折り曲げ部６ａと外ストッパー穴
５ｃとの係合により回転せず、回転リング７上の内ストッパー窪み７ｄは図８中右方向に
移動し、それに連動し、凸部６ｂ近傍のリング状ばね６の湾曲部が外側に弾性変形し、凸
部６ｂと内ストッパー窪み７ｄの係合が解除される。
【００４３】
　逆に、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｌ方向に回転しようとした場合、
内ストッパー窪み７ｄは図中左方向に移動しようとするが、係合している凸部６ｂの他端
の折り曲げ部６ａが外ストッパー穴５ｃによって固定されているため、凸部６ｂは移動せ
ず、凸部６ｂと内ストッパー窪み７ｄの係合は解除されない。
【００４４】
　つまり、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向に回転しようとした場合
は低い回転トルクで容易に回転可能となるが、取り付けリング５に対して回転リング７を
矢印Ｌ方向に回転しようとした場合は高いトルクを付加しても回転できない。即ち、ワン
ウェイクラッチと同様に機能する。
【００４５】
　このとき凸部６ｂ近傍の湾曲部の曲率を変更することでクラッチ力の調整をすることも
出来る。
【００４６】
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　なお、本実施の形態において、図５に相当する図を図９（ａ）および（ｂ）に示す。回
転リング７と取り付けリング５を組み込む際には、リング状ばね６の外径が取り付け円筒
部７ｃの外径よりも小さくなるように内側に弾性変形させた状態で取り付けリング５を組
み込む。このとき、折り曲げ部６ａは外側に曲げられているため、ストッパー窪み５ｂは
図９（ａ）に示したように、取り付けリング５の先端まで開放されている必要がある。
【００４７】
　また、このとき取り付けリング５の強度が必要な場合は、ストッパー窪み５ｂを取り付
けリング５の外径まで貫通するのではなく、所定深さにとどめ、取り付けリング５の外壁
を全周にわたり確保した構成とすることもできる。この状態を示したものが図９（ｂ）で
ある。
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について説明する。本実施の形態は実施の形態２に対して
、リング状ばね６の自然状態における内径を回転リング７上の内ストッパー窪み７ｄの外
径よりも小さく構成した点が異なり、他の点においては同様の構成である。
【００４８】
　図１０に本実施の形態における取り付けリング５、リング状ばね６および回転リング７
の関係を示す。図に示したように、リング状ばね６の形状としては、凸部６ｂの近傍で一
旦は外側に湾曲させ、さらにその先端側で内側に湾曲させた構成としている。
【００４９】
　図１０において、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向に回転しようと
した場合、リング状ばね６は折り曲げ部６ａと外ストッパー穴５ｃとの係合により回転せ
ず、回転リング７上の内ストッパー窪み７ｄは図８中右方向に移動し、それに連動し、凸
部６ｂ近傍のリング状ばね６の湾曲部が外側に弾性変形し、凸部６ｂと取り付け円筒部７
ｃの係合が解除される。
【００５０】
　逆に、取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｌ方向に回転しようとした場合、
内ストッパー窪み７ｄは図中左方向に移動しようとするが、係合している凸部６ｂの他端
の折り曲げ部６ａが外ストッパー穴５ｃによって固定されているため、凸部６ｂは移動せ
ず、凸部６ｂと取り付け円筒部７ｃの係合は解除されない。
【００５１】
　なお、本実施の形態においては、図６における取り付けリング５の寸法Fをリング状ば
ね６の素線の半径方向寸法Ｈよりも大きくとり、回転リング溝７ａの寸法Ｉをリング状ば
ね６の素線の半径方向寸法Ｈよりも小さくする。取り付けリング５と回転リング７との組
み込み時にはリング状ばね６を外側に弾性変形させ（リング状ばね６の内径を取り付け円
筒部７ｃ外径よりも大きく）、その状態で回転リング７を組み込む。リング状ばね６と回
転リング溝７ａの位置が合った瞬間にリング状ばね６が回転リング溝７ａに入り込み、リ
ング状ばね６が取り付けリング溝５ａ、回転リング溝７ａの双方にかかった状態となり、
回転リング７は取り付けリング５に対して光軸方向に固定される。この場合は折り曲げ部
６ａと取り付けリング溝５ａとを係合させ、リング状ばね６を取り付けリング５に組み込
んだ状態で回転リング７を取り付けリング５に挿入させる形をとるため、ストッパー窪み
５ｂを図９（a）、(ｂ)に示したように取り付けリング５の先端部まで構成する必要はな
い。
【００５２】
　また、実施の形態１～３において、リング状ばね６を組み込む際に外側に弾性変形させ
る場合と、内側に弾性変形させる場合との差について、図７（ｂ）と図１０を用いて説明
する。
【００５３】
　まず図７（ｂ）であるが、ここで取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向
に回したとき、リング状ばね６はその両端での係合状態、すなわちストッパー窪み５ｂと
凸部６ｂおよびストッパー穴７ｂと折り曲げ部６ａとの係合によって、半径方向内側にた



(9) JP 4882809 B2 2012.2.22

10

20

30

40

わむように強制力がかかる。従って、リング状ばね６外周と取り付けリング溝５ａの溝底
面との摩擦力は小さくなり、ストッパー窪み５ｂと凸部６ｂとの係合状態は小さいトルク
で解除される。
【００５４】
　一方、図１０において取り付けリング５に対して回転リング７を矢印Ｒ方向に回したと
き、リング状ばね６はその両端での係合状態、すなわちストッパー窪み５ｂと凸部６ｂお
よびストッパー穴７ｂと折り曲げ部６ａとの係合によって、半径方向内側にたわむように
強制力がかかる。ところが、リング状ばね６の内径は最初から取り付け円筒部７ｃ外径に
密着しているため、それ以上径が小さい方向にたわませるのは不可能であり、リング状ば
ね６の内径と取り付け円筒部７ｃ外径との摩擦力は増大する。凸部６ｂと内ストッパー窪
み７ｄとの係合状態はリング状ばね６上の凸部６ｂ近傍の湾曲部分がたわむことで解除さ
れるが、上述した図７（ｂ）と比べると、図１０の構成の方が、取り付けリング５に対し
て回転リング７を回転させるトルクは増大する。このように、取り付けリング５と回転リ
ング７間でのワンウェイクラッチ機構のトルクを調整するには、グリスの種類、粘性等を
調整する以外にも、このようにリング状ばね６の自然状態での半径をコントロールするこ
とでも可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００５５】
　本発明は、フィルター取り付け構造を有する撮像装置全般に対して好適である。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施の形態における撮像装置の全体像の一例を示す斜視図
【図２】本発明の実施の形態における撮像装置の全体像の一例を示す斜視図
【図３】本発明の実施の形態におけるフィルター取り付け部３の構成を示す図
【図４】フィルター取り付け部の正面図
【図５】フィルター取り付け部の断面を示す図
【図６】フィルター取り付け部の断面を示す図
【図７】フィルター取り付け部の内部構成を示す図
【図８】フィルター取り付け部の内部構成を示す図
【図９】フィルター取り付け部の断面を示す図
【図１０】フィルター取り付け部の内部構成を示す図
【図１１】沈胴型レンズ鏡筒ユニットの斜視図
【図１２】沈胴型レンズ鏡筒ユニットの構成を示す斜視図
【符号の説明】
【００５７】
　１　　撮像装置
　２　　レンズ鏡筒
　３　　フィルター取り付け部
　５　　取り付けリング
　６　　リング状ばね
　７　　回転リング
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